
 1,此測定に於て油酸、エラィヂン酸及リノール酸に遊離 ロダ ンは1モ ル添加す。

 2.リ ノレニン酸に封する遊離 ロダ ンの添加量は1モ ルε2モ ルεの睡に在 り此事實

は六臭化 スデアリン酸の脱臭素に際 しロダン溶液に勤する作用を異にする異性艦の生

成を想像せ しむ

        エ ルシン酸分離 の一新方法
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           (Seif. Ztg.,1929,56,182)

 渠種油よりエルシン酸を分離するにMフ エル氏等(K.T5ufel u. C. Bauschinger,

Z。ang. Chem。,1928,4S,157)は 鉛臨 アルコP一ル法分別沈澱により圏鐙飽和脂肪酸

を除去せる楽種油混合不飽和脂肪酸 アルコール溶液を中和稀繹 しエルシン酸をマグネ

シユウム聴εして沈澱せ しめナこり

 著者は鉛盤酒精法により固膿飽和脂肪酸を除去せる不飽和脂肪酸 アルコール溶液を

5%苛 性加里にて部分的に中和 しエルシン酸を酸性加里鞭(C22H4202+C22H4正02K)

εして分離せり此方法による時はマグネシウム盤稀薄 アルコール法に比 し操作は簡軍

にて多量のアルコールを要せす且此を稀薄する不便を省略 し得此方法による時は最初

より從來の方法によるよりも純度高きエルシン酸を得

      砒 素 の 有 機 化 合 物 に 就 い て(第 一軸

      グ リニ ヤ ー ル 試 藥 ご三 魎 化 砒 素 の 反 慮
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 グリニヤール試藥に封する金属及び メタロイドの ハロゲン化合物の作 用により
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